
１０月１日から７日までは 

「全国労働衛生週間」です。 

平成25年度のスローガンは、「健康管理 進め

る 広げる 職場から」です。近年の過重労働に

よる健康障害やメンタルヘルス不調などに会社と

社員が一丸となって健康管理を進めることを目指

してこのスローガンが決定されました。 
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こころの耳
元気そうに働いていた社員が突然休み始め、し

ばらくすると「２ヶ月の療養が必要」とのうつ病

の診断書が送付されてくる。そんなメンタルの問

題で休職に至るケースが珍しくありません。今回

は、メンタルの問題を専門に扱っているインター

ネット上のサイト「こころの耳」を紹介します。 

 「こころの耳」とは  

「こころの耳」は、（社）日本産業カウンセラ

ー協会が厚生労働省の委託により、ストレスやう

つ病などのメンタルヘルス不調の予防を総合的に

支援するサイトです。①働く人、②その家族、③

会社の経営者・管理者および④メンタル不調者の

支援者のそれぞれ向けに情報を掲載しています。

チェックリストによる自己診断や動画による解説

等を含め、メンタルヘルスの入門用として使いや

すくできています。また、より専門的な知見が必

要な方には相談できる機関を紹介しています。 

本格的にメンタルの問題に取り組んでいない経

営者用に３つ項目を取り上げました。 

 １５分でわかるラインによるケア  

中小の会社では経営者も管理者としてラインの

一員となっているでしょう。ラインによるケアで

は、経営者や管理者が「いつもと違う」社員に早

く気づくこと、社員からの相談への対応、職場組

織への対応、更に社員への職場復帰への支援など

について学びます。ｅ－ラーニング方式になって

いますので、力まないで学習を始めることができ

ます。学習した結果を確認するためのクイズもあ

ります。 

 実践！メンタルヘルス対策の進め方  

「１５分でわかる・・・」が、極入門編である

のに対して、「実践！メンタルヘルス対策の進め

方」は、もう少し踏み込んだ内容になっています。

「企業のメンタルヘルス対策の必要性とリスクの

理解」から始まり、計画の策定からブラッシュア

ップまでをアニメーションやクイズを折り混ぜな

がら最低学習時間５２分にまとめています。設定

場面が大企業になっているために中小の会社では

ピンとこない点はありますが、内容は良くできて

います。 

 職場の快適度チェック  

メンタルヘルス対策に取り組む際に、第一に行

う自社の課題を摘出するためのチェックリストで

す。自社の強み・弱みを確認することや、経営者・

管理者からみた会社の側面と、社員からみた側面

とを比較することができます。データをグラフ化

するためのエクセルファイルが用意されています。 

「事業場の取り組み事例」にこのチェックリス

トを活用した課題の抽出や取組み方法の事例が掲

載されています。色々な業種の社員数１５名から

１，０００名を超えるまでの会社の結果を閲覧す

ることが出来ます。 

 社員をメンタルの問題で失わないために  

メンタル不調が他の業務上の怪我や疾病と違う

のは、前者は会社環境だけが原因で起きている訳

でないことです。個人的な悩みや家庭の問題が原

因になることも少なくありません。しかし、それ

だからと言って会社がメンタルの問題を放置して

おくことは、長い時間をかけて育ててきた社員を

突然失うことにつながります。 

メンタルの問題は誰にでも、またどの会社でも

起き得ることです。問題が表面化する前に、メン

タルヘルスへの正しい認識を経営者が持つことは

大変意義深いことと言えます。 

労働トラブルの未然防止に力を入れている 

社会保険労務士

 丸山事務所 通信
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 本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号を教え頂い

た会社へお送りしております。不要の方はお手

数ですがメール、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連

絡下さいますようお願い申し上げます。 


